
 

   第二回  「東北からの贈り物」  連続講演会 

２０１１年３月１１日以降、新潟から東北へ通い続けている、「新潟よろず医
療会 チームませう」の面々が東北で出会った、目からうろこが落ちるよう
な“素晴らしい人たち”を紹介する連続講演会  

第二回は の登場
です！温かな容貌と語り口に、ぜひ出逢って下さい。 
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演者 古山 敬光氏 
陸前高田市広田半島広田町泊の高台にある臨済宗妙心寺派の700年の歴史を
もつ古寺「慈恩寺」の住職。 
東日本大震災後、軒下まで浸水し、自らの妹夫婦、甥を亡くしながら、100名以
上の近隣住民を受け入れ、四か月間にわたり、避難所として寺を解放した。現在
も、FACEBOOKにて、日本中の老若男女とつながり、全国からの支援活動の拠
点として活躍。恵比寿さまを彷彿とさせるご容貌とお人柄に、日本全国に古山和
尚ファンは数知れず。第二の故郷として、「慈恩寺」を目指す若人も多い。 

*本講演会は、文部科学省科学研究費基盤研究（Ａ）「理論的基盤と臨床実践とを統合する新しい医療倫理学の方法
論についての研究」の助成を受けて実施します。会の内容は記録し、研究に使用させていただきますので予めご了承く
ださい。尚、使用にあたっては個人情報保護等、倫理的に十分配慮いたします。 
 
お問い合わせ  坂井さゆり研究室 ０２５（２２７）０９４１  sakai@clg.niigata-u.ac.jp 
        チームませう   ０９０（３４０１）７２１５ iseki1028@gmal.com（井関） 
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